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「
再
始
動
」
を
テ
ー
マ
と
し
た

個
性
あ
ふ
れ
る
演
出
が
満
載

葛
飾
納
涼
花
火
大
会
は
、
昭
和
20
年
代
後

半
に
柴
又
の
自
治
会
を
中
心
と
し
た
地
元
の

有
志
が
集
ま
っ
て
花
火
を
打
ち
上
げ
た
の
が

始
ま
り
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
当
初
は
市
販

の
花
火
を
地
元
の
人
が
上
げ
て
い
た
よ
う
で

す
が
、
次
第
に
河
川
敷
に
多
く
の
人
が
集
ま

る
よ
う
に
な
り
、
花
火
師
が
打
ち
上
げ
る
本

格
的
な
花
火
大
会
に
な
り
ま
し
た
。

花
火
の
打
ち
上
げ
場
所
は
、
昔
も
今
も
葛

飾
区
柴
又
野
球
場
（
江
戸
川
河
川
敷
）。
観

客
席
か
ら
打
ち
上
げ
場
所
ま
で
が
非
常
に
近

い
た
め
、
胸
に
響
く
よ
う
な
打
ち
上
げ
音
が

迫
力
満
点
で
す
。
毎
年
約
70
万
人
の
方
々

が
、
都
内
屈
指
の
臨
場
感
を
味
わ
い
に
ご
来

場
く
だ
さ
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
３
年
間
の
中
止
を
経

て
、
４
年
ぶ
り
に
開
催
す
る
今
年
の
花
火
大

会
の
テ
ー
マ
は
「
再
始
動
」。
例
年
の

１
万
3
0
0
0
発
よ
り
大
幅
に
打
ち
上
げ
数

を
増
や
し
、
過
去
最
多
の
約
２
万
発
の
花
火

を
打
ち
上
げ
ま
す
。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
か
ら

フ
ィ
ナ
ー
レ
ま
で
、
70
分
間
を
７
つ
の
ス

テ
ー
ジ
で
構
成
し
、
都
内
で
初
め
て
国
重
要

文
化
的
景
観
に
選
定
さ
れ
た
葛
飾
柴
又
を
紹

介
す
る
花
火
、
コ
ロ
ナ
禍
で
奮
闘
し
た
方
々

に
感
謝
を
届
け
る
花
火
、
葛
飾
区
の
サ
ッ

カ
ー
チ
ー
ム
を
応
援
す
る
花
火
な
ど
、
ス

テ
ー
ジ
ご
と
に
趣
向
を
凝
ら
し
た
華
や
か
な

演
出
を
お
楽
し
み
い
た
だ
け
ま
す
。

 

国
選
定
重
要
文
化
的
景
観
・
葛
飾
柴
又
を
舞
台
に
約
２
万
発
の
花
火
を
打
ち
上
げ
る

第57回葛飾納涼花火大会
日　時：令和５（2023）年７月25日（火曜）
　　　　午後７時20分〜８時30分。※荒天の場合は中止
会　場：葛飾区柴又野球場（江戸川河川敷）
　　　　葛飾区柴又７-17-13地先
主　催：葛飾納涼花火大会実行委員会
　　  　 （葛飾区・一般社団法人葛飾区観光協会）
事務局：葛飾区産業観光部観光課
　　　　葛飾区青戸７-２-１ テクノプラザかつしか２階
　　　　TEL03-3838-5558

令
和
５
（
2
0
2
3
）
年
７
月
25
日
、
第
57
回
葛
飾
納
涼
花
火
大
会
を
開
催
し
ま
す
。
４
年
ぶ
り
の
開
催
を
盛

り
上
げ
て
、
例
年
よ
り
大
幅
に
打
ち
上
げ
数
を
増
や
し
た
約
２
万
発
の
花
火
が
夜
空
を
彩
り
ま
す
。
会
場
の
柴
又

に
は
昭
和
レ
ト
ロ
な
街
並
み
が
残
り
、
映
画
『
男
は
つ
ら
い
よ
』
ゆ
か
り
の
名
所
も
点
在
し
て
い
ま
す
の
で
、
花

火
の
前
に
ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

映
画
『
男
は
つ
ら
い
よ
』
の
主
人
公
・
寅
さ
ん
の
故
郷
で
４
年
ぶ
り
に
開
催

葛
飾
納
涼
花
火
大
会

第13回
葛飾区

巻頭特集
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コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
復
活
を
喜
び

葛
飾
区
の
明
る
い
未
来
を
願
う

３
つ
目
の
ス
テ
ー
ジ
「
頑
張
ろ
う
葛
飾
！
　

ワ
ン
チ
ー
ム
花
火
」
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け

る
希
望
の
光
の
色
で
あ
り
葛
飾
区
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
マ
ー
ク
の
色
で
も
あ
る
青
色

が
テ
ー
マ
。
コ
ロ
ナ
禍
で
奮
闘
し
た
方
々
へ

の
感
謝
を
花
火
会
社
で
創
作
し
た
ブ
ル
ー
ス

タ
ー
マ
イ
ン
で
届
け
ま
す
。

区
の
紋
章
を
模
し
た
型
物
花
火
や
音
の
出

る
花
火
が
見
ど
こ
ろ
の
活
気
あ
ふ
れ
る
ス

テ
ー
ジ
「
再
始
動
！
　
葛
飾
の
チ
カ
ラ
」、

葛
飾
区
の
歴
史
を
花
火
・
音
楽
・
光
で
表
現

す
る
「
デ
ジ
タ
ル
ス
タ
ー
マ
イ
ン
葛
飾
今
昔

物
語
」、
漫
画
『
キ
ャ
プ
テ
ン
翼
』
の
原
作

者
・
高
橋
陽
一
先
生
が
代
表
を
務
め
る
葛
飾

区
内
の
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
の
応
援
ス
テ
ー
ジ

「
葛
飾
か
ら
J
リ
ー
グ
へ
！
　
頑
張
れ
！
南

葛
S
C
」
と
続
き
、
視
界
を
覆
い
尽
く
す
ほ

ど
の
銀
カ
ム
ロ
花
火
が
会
場
を
包
み
込
む
グ

ラ
ン
ド
フ
ィ
ナ
ー
レ
で
締
め
く
く
り
ま
す
。

葛
飾
柴
又
の
文
化
的
景
観
を

花
火
の
ス
テ
ー
ジ
で
表
現

平
成
30
（
2
0
1
8
）
年
２
月
13
日
、

「
葛
飾
柴
又
の
文
化
的
景
観
」
が
日
本
を

代
表
す
る
景
観
地
の
一
つ
と
し
て
、
東
京

都
で
初
め
て
国
重
要
文
化
的
景
観
に
選
定

さ
れ
ま
し
た
。
文
化
的
景
観
と
は
、
自
然

が
織
り
な
す
景
勝
地
と
は
異
な
り
、
人
と

自
然
と
が
交
互
に
関
わ
り
合
い
な
が
ら
作

り
上
げ
ら
れ
て
き
た
景
勝
地
の
こ
と
で

す
。オ

ー
プ
ニ
ン
グ
ス
テ
ー
ジ
に
続
く
２
つ

目
の
ス
テ
ー
ジ
「
葛
飾
柴
又
　
文
化
的
景

観
を
彩
る
花
火
芸
術
」
で
は
、
柴
又
の
文

化
的
景
観
に
つ
い
て
紹
介
す
る
ナ
レ
ー

シ
ョ
ン
が
流
れ
る
中
、
日
本
全
国
の
花
火

師
に
よ
る
古
典
的
か
つ
芸
術
的
な
花
火
が

打
ち
上
が
り
ま
す
。

帝釈天題経寺境内

矢切の渡し柴又八幡神社に伝わる
伝統行事・神獅子舞

葛飾区
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昭
和
レ
ト
ロ
な
街
並
み
が
続
き
ま
す
。
参
道

の
両
側
に
並
ぶ
団
子
屋
、
煎
餅
屋
、
飴
屋
な

ど
の
商
店
は
手
作
り
に
こ
だ
わ
っ
た
と
こ
ろ

が
多
く
、
昔
な
が
ら
の
風
情
が
漂
い
ま
す
。

参
道
を
抜
け
る
と
、
柴
又
帝
釈
天
題
経
寺
。

柴
又
駅
か
ら
参
道
を
歩
い
て

柴
又
帝
釈
天
題
経
寺
へ

花
火
大
会
が
開
催
さ
れ
る
葛
飾
柴
又
は
、

映
画
『
男
は
つ
ら
い
よ
』
の
ロ
ケ
地
と
し
て

全
国
的
に
そ
の
名
を
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
フ
ー
テ
ン
の
寅
像
」
と
「
見
送
る
さ
く
ら

像
」
が
建
つ
柴
又
駅
前
広
場
の
先
に
は
帝
釈

天
参
道
が
あ
り
、
映
画
の
世
界
さ
な
が
ら
の

寛
永
６
（
1
6
2
9
）
年
創
建
と
さ
れ
る
日

蓮
宗
寺
院
で
す
。
境
内
に
は
二
天
門
、
帝
釈

堂
、
本
堂
、
釈
迦
堂
、
客
殿
な
ど
が
並
び
、

法
華
経
説
話
を
題
材
に
し
た
彫
刻
が
刻
ま
れ

た
帝
釈
堂
彫
刻
ギ
ャ
ラ
リ
ー
は
必
見
で
す
。

 

花
火
大
会
の
前
に
楽
し
み
た
い
！
　
昭
和
レ
ト
ロ
な
街
並
み
散
歩

帝釈天二天門

帝釈天彫刻

帝釈天参道

我が区の「おたから」〜 23 区の魅力を再発見〜
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マ
模
型
な
ど
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

映
画
を
見
た
こ
と
の
な
い
人
で
も
寅
さ
ん

と
一
緒
に
日
本
各
地
を
旅
す
る
気
分
が
味
わ

え
、
昭
和
と
い
う
時
代
の
雰
囲
気
を
感
じ
取

る
こ
と
が
で
き
る
の
も
魅
力
で
す
。

併
設
の
T
O
R
A
s
a
n 

c
a
f
e
で

は
、
特
製
T
O
R
A
チ
ー
ノ
（
カ
プ
チ
ー

ノ
）
や
メ
ロ
ン
ク
リ
ー
ム
ソ
ー
ダ
な
ど
の
飲

み
物
や
軽
食
が
味
わ
え
ま
す
。

山
田
監
督
の
想
い
に
触
れ
る

「
山
田
洋
次
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」

山
田
洋
次
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
は
、
平
成
24

（
2
0
1
2
）
年
に
開
館
し
ま
し
た
。
展
示

室
は
14
の
コ
ー
ナ
ー
に
分
か
れ
、
映
画
『
男

は
つ
ら
い
よ
』
誕
生
ま
で
の
経
緯
、
教
育
、

家
族
、
名
作
、
喜
劇
、
時
代
劇
に
つ
い
て
、

そ
し
て
渥
美
清
へ
の
オ
マ
ー
ジ
ュ
な
ど
、
半

世
紀
に
わ
た
っ
て
映
画
を
制
作
し
て
き
た
山

田
監
督
の
作
品
へ
の
想
い
に
触
れ
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

近
代
和
風
建
築
と
日
本
庭
園
が

魅
力
の
「
葛
飾
区
山
本
亭
」

葛
飾
区
山
本
亭
は
、
カ
メ
ラ
部
品
製
造
を

行
っ
て
い
た
山
本
工
場
の
創
立
者
山
本
栄
之

助
氏
の
邸
宅
で
、
４
代
に
わ
た
っ
て
使
わ
れ

て
い
た
も
の
を
昭
和
63
（
1
9
8
8
）
年
に

葛
飾
区
が
取
得
し
、
平
成
３
（
1
9
9
1
）

年
４
月
か
ら
一
般
公
開
し
て
い
ま
す
。

山
本
亭
の
特
徴
は
、
伝
統
的
な
和
風
建
築

に
ガ
ラ
ス
戸
を
多
用
し
た
洋
風
建
築
を
取
り

入
れ
た
近
代
和
風
建
築
と
、
純
和
風
庭
園
に

あ
り
ま
す
。
庭
園
は
池
泉
・
築
山
・
滝
な
ど

を
設
け
た
典
型
的
な
書
院
庭
園
で
、
米
国
の

日
本
庭
園
専
門
誌
に
ラ
ン
ク
イ
ン
し
続
け
る

な
ど
、
国
内
外
で
高
い
評
価
を
得
て
い
ま

す
。映

画
『
男
は
つ
ら
い
よ
』
の

世
界
が
再
現
さ
れ
た　
　
　

「
葛
飾
柴
又
寅
さ
ん
記
念
館
」

葛
飾
柴
又
寅
さ
ん
記
念
館
は
、
平
成
９

（
1
9
9
7
）
年
に
開
館
し
た
施
設
で
、
映

画
『
男
は
つ
ら
い
よ
』
の
記
憶
の
す
べ
て
が

こ
こ
に
詰
ま
っ
て
い
ま
す
。
名
誉
館
長
は
葛

飾
区
の
名
誉
区
民
で
も
あ
る
山
田
洋
次
監

督
。
館
内
に
は
映
画
で
実
際
に
使
用
さ
れ
た

「
く
る
ま
や
」
の
セ
ッ
ト
が
撮
影
所
か
ら
移

設
さ
れ
、
実
物
の
衣
装
や
小
道
具
、
ジ
オ
ラ

葛飾区山本亭
住所：葛飾区柴又７-19-32　TEL：03-3657-8577
開館時間：９時〜 17時
休館日：�第３火曜日（祝日・休日の場合は直後の平日）、

12月第３火・水・木曜
入館料：�一般 100円（葛飾柴又寅さん記念館とセッ

トで 550円）

葛飾柴又寅さん記念館
住所：葛飾区柴又６-22-19（観光文化センター内）
TEL：03-3657-3455
開館時間：９時〜 17時（入館は 16時 30分まで）
休館日：�第３火曜日（祝日・休日の場合は直後の平日）、

12月第３火・水・木曜
入館料：�一般500円（葛飾区山本亭とセットで550円）

山田洋次ミュージアム
住所：葛飾区柴又６-22-19（観光文化センター内）
TEL：03-3657-3455
開館時間：９時〜 17時（入館は 16時 30分まで）
休館日：�第３火曜日（祝日・休日の場合は直後の平日）、

12月第３火・水・木曜
入館料：葛飾柴又寅さん記念館とセットで一般500円

今年も「寅さんサミット」を開催します
　令和５（2023）年11月３日と４日に「寅さんサミット」を開催します。今年で第９回目
を迎えるこのイベントは「日本の原風景を守り、後世に伝える」をテーマに、映画『男はつ
らいよ』のロケ地となった日本各地の風景を「原風景」というキーワードで結び、これを大
切に守り、育んでいく機会としています。
　イベント当日には特設会場にて寅さんサミットに参加するロケ地の文化や芸能などを紹介
するステージイベントや特産品の販売を行います。また帝釈天参道の店舗や寅さん記念館で
は限定商品の販売や福引イベントを実施し、寅さんの故郷・柴又を盛り上げます。

山田洋次ミュージアム©松竹株式会社葛飾柴又寅さん記念館©松竹株式会社

葛飾区

取材協力／葛飾区


